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システム図

　この食品工場では、今回新たに蒸気ボイラーの補給水予熱熱源として循環加温ヒートポンプをコンプレッサー室に
設置することとしました。その結果、蒸気ボイラーのガス消費量を削減することができ、さらに循環加温ヒートポンプ
からの冷排気によりコンプレッサー室内の環境が改善されるなど更なる省エネに繋がるシステムが実現できました。

（夏場のコンプレッサー正常運転に好影響）

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：20％低減
　・年間エネルギー費用：30％低減　
　・年間CO₂排出量：34％低減※

■設備概要
●循環加温ヒートポンプ×1台（新設）
　・加熱能力：14kW
　・定格COP：3.4

※ 電力のCO₂排出係数：0.496kg-CO₂/kWh
　 都市ガスのCO₂排出係数：2.23㎏-CO₂/Nm3
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　本工場では、設置後13年が経過し除湿能力が低下したデシカント除湿機の更新にあたり、CO₂を冷媒としヒートポン
プを吸着ローターの再生熱源としたヒートポンプ式デシカント除湿機を導入しました。この結果、除湿に伴う廃熱を吸着
ローターの再生に熱回収することが可能となり、大幅な省エネおよびCO₂排出量の削減を実現することができました。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：78％（原油換算93kℓ）低減
　・年間エネルギー費用：78％（636万円）低減
　・年間CO₂排出量：81％（207t-CO₂）低減※

 ※ 電力のCO₂排出係数：0.496kg-CO₂/kWh
　  A重油のCO₂排出係数：2.71㎏-CO₂/ℓ

■設備概要
●ヒートポンプ式（CO₂冷媒）デシカント除湿機×1台（新設）
　・処理風量：4,000～8,000㎥/h
　・入口温度（処理側）：0～40℃
　・入口温度（再生側）：-10～40℃
　・入口相対湿度（処理・再生側）：98%RH以下（結露無きこと）
　・消費電力：35kW
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　この事務所ビルは、寒冷地にあるテナントビルです。従来は、各フロアに灯油カスタムヒーターを設置して冷暖房を行なっ
ていました。灯油カスタムヒーターとは、冷房時は通常のエアコンと同様の冷凍サイクルで冷房運転を行ないますが、厳寒
期は主に室外ユニット内のバーナーで灯油を燃焼させて冷媒を加熱することで暖房運転を行う寒冷地特有の設備です。
　このカスタムヒーターは、かつては厳寒期に能力が低下するヒートポンプ暖房の代替として普及しましたが、設置後約15
年が経過し、バーナー付近のメンテナンスコストの増大等に課題がありました。
　そこで今回、厳寒期も充分な暖房能力を発揮する最新の空冷ヒートポンプエアコンに更新した結果、快適性の向上と暖
房性能を維持しながら、大幅な省エネ・省コストを達成できました。
■改善効果

●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：46％低減
　・年間エネルギー費用：31％低減
　・年間CO₂排出量：51％低減※

■設備概要
●高効率空冷ヒートポンプ（新設）
　・12.5kW（冷房能力）×4台　・7.1kW（冷房能力）×24台
　・10.0kW（冷房能力）×4台
●灯油カスタムヒーター（撤去）
　・12.5kW（冷房能力）×4台　・7.3kW（冷房能力）×24台
　・10.0kW（冷房能力）×4台

※ 電力のCO₂排出係数：0.496kg-CO₂/kWh
　 灯油のCO₂排出係数：2.49㎏-CO₂/ℓ
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　本病院は、地域に根ざした中核病院です。従来、入院患者数等の増加に伴い、エネルギー使用量が年々増加すること
が課題となっていました。
　そこで、ESCO事業者による省エネサービスを活用し、既設の吸収式冷温水発生機（都市ガス）4台に加え、新たに
空冷ヒートポンプチラーを初期費用ゼロで増設し、ベース運転として利用することで、省エネならびにランニングコス
トを低減することができました。また、削減されたランニングコストによって、導入コストを賄うことができました。

■改善効果
●従来のシステムと比較して
　・年間一次エネルギー使用量：33％低減
　・年間エネルギー費用：39％削減
　・年間CO₂排出量：33％低減※

■設備概要
●空冷ヒートポンプチラー（新設）
　・255kW（冷暖房能力）× 1台
●吸収式冷温水発生機（既設）
　・352kW（冷房能力）× 4台
●温水ヒーター（既設）
　・465kW（暖房能力）× 2台

※ 電力のCO₂排出係数：0.496kg-CO₂/kWh
　 都市ガスのCO₂排出係数：2.23㎏-CO₂/Nm3
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